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ガ バ ナ ー 挨 拶  
RI 第 2630 地区 A 分区ガバナー 

桑月 心様（高山 RC） 

今日は第2630地区12分区のトッ

プを切って A 分区の IM です。森本

ガバナー補佐を中心とした IM 担当

の岐阜北クラブの皆さま、準備等で

本当にお世話をおかけしました。 
以前ホームクラブ高山クラブが

IM を担当することになりました。私

は縁あって実行委員長をおおせつか

りました。そのときあまり深い考え

もなく、ただ、講演会の講師さえ、

いい人を選び、あとは分区のみなさ

んにはるばる岐阜県の北にきてもら

うのだから、いわゆる「おもてなし」

の心で親睦を中心にやろうと企画し

ました。今思うとはずかしいのです

が、何のための親睦かをまったく考

えていなかったことでした。 
やはり、柱は 2 本あり、①会員、

クラブ同士の親睦は一つだが、②親

睦をよりどころとしたロータリーの

いろんな問題にあかりをあて、ロー

タリーを皆で考え、他のクラブの実

例を学ぶことが中心ではないでしょ

うか。 
今一度、奉仕の理想を受け止め、

ロータリーの活動は職業奉仕を通し

た個人奉仕が基本であり、クラブが

行なう奉仕活動は会員訓練のための

実例だということをご理解してくだ

さい。 
ガ バ ナ ー 補 佐 挨 拶 

RI 第 2630 地区 A 分区ガバナー補佐 
森本時夫様（岐阜北RC） 

 本日は岐阜 A 分区の IM ならびに

合同例会に桑月 心ガバナーの出席

をいただき、厚くお礼申し上げます。 
地区研修委員長のパストガバナー

由良 久様、パストガバナーの皆様方、

そして石井惣司ガバナー・エレクト

をはじめ地区役員の皆様には遠路よ

りご出席いただき誠にありがとうご

ざいます。 
又、岐阜A 分区の会員の皆様には

多数の出席をいただいております。

今日一日、ロータリーの研修と親睦

に努めていただきます様お願いしま

す。 
さて、皆様もすでにご承知の通り、

今年度のRI 会長レイ・クリンギンス

ミス氏のテーマは「地域を育み・大

陸をつなぐ」であります。桑月 心ガ

バナーは「一つの事にこだわらず幅

広い活動を通して奉仕を」と唱えら

れています。 
本日のIMには、我々に身近な方、

岐阜A分区の故金正司氏に講演をい

ただきます。RI 会長のテーマにふさ

わしい内容となり、ロータリー活動

に夢を与えてくれるお話がいただけ

ると思います。本日の IM が実り有
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るものになります事を願っておりま

す。最後になりましたが本日の IM
に、そして合同例会開催に当たって

ご尽力下さいましたホストクラブ、

岐阜北ロータリークラブの岡田会長、

若山実行委員長をはじめ、関係各位

に心より感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「夢をかたちに」 
マラウイに蚊帳を贈る（現地報告） 

講師 故金正司様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 由良ガバナー（2008～2009 年度）

はRI テーマ「夢をかたちに」より環

境保全を地区テーマにかかげスター

トした。「夢をかたちに」の内容は識

字率の向上、病気や飢餓で苦しむ子

どもたちに手を差し伸べる内容であ

った。由良ガバナーは環境保全と子

どもたちの生命を守る大切さを結び

つけ、アフリカ国内でマラリアが原

因で死亡する 5 才未満の子どもたち

が年間 100 万人もいる情報を知るこ

とから始まった。 
地区協議会の折に由良ガバナーは

「しゃぼん玉」の歌を歌われた。野

口雨情が子どもを亡くした時に作詞

した歌である。ガバナーの優しい気

持ちが表現された一コマであった。

そこで防虫剤練り込み素材の蚊帳が

登場したのである。そしてこの蚊帳

の贈り先と管理を依頼できる NGO
法人の NICCO との出会いがあった。

現在マラウイ共和国に職員が在住し

国家予算で「マラウイプロジェクト」

として支援活動をしている京都のグ

ループであった。 
 この NGO 法人との出会いにより、

蚊帳の現地宅配、3 ヵ月に一度、配

達後の保有率をモニタリング（半年

間経過後の保有率は 90％である）。

こうしてマラウイ共和国の子どもた

ちの生存率を高め「夢をかたちに」

が実現に向かったのである。 
この事業のお手伝いは地区環境保

全委員会が活動窓口として、由良ガ

バナーによる募金の呼びかけで実行

に移された。約 2,000 張りの「防虫

剤練り込み蚊帳」がマラウイ共和国

のンコタコタ村に昨年 7 月に配布さ

れた。私は、①その後の経路、②蚊

の発生する環境調査と対策を目的に

関西空港を後にした。1 月 25 日夕刻

のことである。現地のンコタコタ村

に到着するまで日本から 3 日間の日

数を要し、現地での調査活動は 3 泊

4 日で行われた。 
日本から約 12,000km、赤道直下

のこんな遠くによく来たもんだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合同例会 四つのテスト唱和 
職業奉仕委員会 宮地正直委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ガ バ ナ ー卓話 

RI 第 2630 地区 A 分区ガバナー 
桑月 心様（高山 RC） 

今日が公式訪問の最初の日です。

いよいよスタートラインに立ったと

思うと緊張します。第 2630 地区 A
分区はずっと岐阜では中心的な役割

を果たしてきました。これからも奉

仕活動で地区を引っ張って行っても

らいたいと思います。 
 今年の一月に世界のガバナー・エ

レクト 500 人以上が研修を受けるた

め、米国サンディエゴの国際協議会

に集まりました。そこで感じたこと

はインド、ブラジルの人たちの存在

感でした。ロータリークラブのある

国々をみていきますと、あることに

気づかされます。国際協議会で同期

のガバナーが世界における会員の増

減を一覧にし、発表されました。そ

の一覧は①経済先進国②高福祉国③

発展途上国に分けてありました。米

国、日本のような経済先進国は会員

が減少しており、会員が増加してい

たのはドイツ、イタリア、スイス、

インド、ブラジルです。ドイツ、イ

タリアは EU の中心的な国であり、

インド、ブラジルは発展途上国を抜

け出して、経済が目まぐるしく発展

しつつある国です。RI は会員減を受

けいろいろ対策を練っています。 
その一つが CLP（CLUBLEADER 
SHIP PLAN）であり、もうひとつ

は RLI （ ROTARY LEARNING 
INSTITUTE）です。RLI はRI の公

式なプログラムではないのですが、

ガバナー補佐 森本時夫様 
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お墨付きをもらっている印象を受け

ます。事実、国際大会にあわせてRLI
主催の朝食会のゲストスピーカーに

元 RI 会長を招待している点、次期

RI 会長のバネルジー氏が挨拶され

たことや国際協議会（ガバナー・エ

レクト研修）の研修方法は多くの点

でそのカリキュラムを踏襲している

ようです。これらを取り入れるかは

クラブ自治の範疇の問題であり、四

大奉仕（7 月 1 日から 5 大奉仕）を

基準とした委員会構成をとるか、ク

ラブ細則を自由に変更し、CLP 型あ

るいは折衷型の委員会構成にするか

は自由に考えて良いのではないでし

ょうか。 
ただ、経済先進国の米国、日本、

オーストラリアの会員減を考察する

ならばCLP、RLI を導入してもあま

り機能していないのではないかと思

われます。EU のドイツ、イタリア

等は会員増でも伝統的に個人を大切

にする国で、ロータリーの職業奉仕

と相通じるものがあります。問題は

インド、ブラジルなどにおける会員

増をRI が受け、軸足を発展途上国に

もっていっていると思われることで

す。2013 年に全世界で始まるロータ

リー財団新補助金制度の 6 重点項目

やRI の戦略計画（長期計画）はいず

れも発展途上国に軸足を持って行っ

ています。たとえば相手国の needs
（必要なもの）とよくいいますが、

むしろ、ニュアンスが少し違う

wants（必要でも欲しいもの）では

ないでしょうか。 
 現状の閉塞感を打破すべくわたし

たちは新しい制度に目がいきがちで

すが、新しいことが常に正しく、伝

統的なアプローチや方法がだめと言

い切れません。確かに我々は立ち止

まっている暇がありません。常にロ

ータリアンとして「奉仕の理念」を

顕在化させ具現化する動的な過程

（奉仕活動）の中で考えることが大

切なのではないでしょうか。 
ロータリーの心、不易流行の不易な

るもの、BACK TO BASICS の

BASIC なものを今一度受け止める

べきでしょう。 
今日はありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


